
Fig. 1 PL and photoluminescence excitation (PLE) spectra 

of Cs3Cu2I5 thin film（CsI:CuI=3:2） 

Fig. 2 XRD patterns of Cs3Cu2I5 thin film

（CsI:CuI=3:2） 
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塗布製膜した青色発光材料 Cs3Cu2I5薄膜の光物性 

Optical properties of the solution-processed blue-emitting Cs3Cu2I5 thin films 
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1. はじめに ハロゲン化物ペロブスカイト半導体は、低コストかつ簡便な塗布プロセスで
薄膜を作製できるため、LED などの発光デバイス材料として注目を集めている[1][2]。一方、
高い量子効率を示すペロブスカイト半導体には鉛などの有害な元素から構成されているた
め、無毒な元素から成る高効率発光材料が求められている。このような背景の下、細野らは、
シンチレータ材料として知られている CsI:CuI 混晶において[3]、Cs3Cu2I5が塗布製膜可能で、
高効率青色発光を示すことを示している[4]。さらに、Cs3Cu2I5 は大気中でも安定で、LED と
して機能することが示されているが、その光物性については不明なところが残されている。
本研究では、塗布プロセスで Cs3Cu2I5 薄膜を作製し、その光学特性を評価した。 

2. 実験 ヨウ化セシウム(CsI)とヨウ化銅（Ⅰ）(CuI)をモル比 CsI:CuI=3:2, 7:4, 6:5 で混合さ
せ、dimethylsulfoxide (DMSO)と dimethylformamide (DMF)の混合溶媒を用いて CsI:CuI 溶液
を作製した[3]。CsI:CuI 溶液を石英ガラス基板上にスピンコート法により製膜し、100 ℃で
1 時間熱処理を施した。 

3. 結果 図 1に塗布製膜した薄膜の励起(PLE)スペクトル及びフォトルミネッセンス(PL)ス
ペクトルを示す。CsI:CuI モル比を変化させた溶液を用いて製膜した薄膜でも図１と同様の
PL スペクトルが観測されたため、PL スペクトルはモル比に依存しないことが分かった。こ
のような薄膜の X 線回折(XRD)測定を行った結果を図 2 に示す。Cs3Cu2I5 の粉末 XRD のシ
ミュレーション結果と比較すると、図 2 のパターンには Cs3Cu2I5 結晶由来のピークが現れ
ていることがわかった。CsI:CuI モル比を変化させた薄膜で比較すると、CuI の比率が大き
くなると CuI 結晶由来のピークが観測されるようになった。また、X 線ロッキングカーブ測
定から、ガラス基板上の結晶配向はランダムであり、多結晶であることが分かった。 

当日は、光電流スペクトル、時間分解発光、発光スペクトルの温度依存性などを測定するこ
とにより、励起子束縛エネルギーの評価あるいは発光過程について議論する予定である。 
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